
(第 3種 郵 便 物 認 可 )

泉
布
観
は
れ
ん
が
造
り
の
２

階
建
て

（
延
べ
１
０
７
８
平
方

財
）
で
、
１
８
７
１

（
明
治
４
）

年
に
国
が
造
幣
局
の
応
接
施
設

と
し
て
建
築
。
現
存
す
る
洋
風

建
築
で
は
、
大
阪
市
中
央
公
会

堂

（
１
９
１
８
年
）
よ
り
古
く
、

長
崎
県
の
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅

（
１
８
６
３
年
）
に
並
ぶ
が
、

老
朽
化
が
目
立

っ
て
き
た
１
９

９
５
年
、
阪
神
大
震
災
で
壁
に

亀
裂
が
入
る
な
ど
し
た
。

そ
の
後
の
調
査
で
、
震
度
５

以
上
で
損
壊
や
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
と
判
明
。
床
下
に
免
震
装

建
歎

「
阪
姉
制
雛
拘

（
商
難
薩
影
膨
判
”
い
が
剣
窃
疑
碗
統
麹
釣
薩
壊
曝
難
卿
聴
い
範
鴨
兼
埼
的
辞
軸

皇
の
宿
泊
や
、
欧
州
貴
族
の
接
待
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
歴
史
的
に
も
貴
重
な
遺
構
だ
が
、
老
朽
化

が
激
し
く
、
現
在
は
ほ
ぼ
立
ち
入
り
禁
止
の
状
態
。
商
店
主
ら
は

「
町
衆
の
力
で
地
域
の
宝
を
き

れ
い
に
し
て
、
町
に
活
気
を
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

泉布観 (奥 )修 復に向け、募金活動 を し
て いる木村 さん (中央 )ら 天満音楽祭実
行委員会の メンバ ー (大阪市北区で )

置
を
つ
け
る
大
規
模
改
修
に
約

‐５
億
円
が
必
要
と
試
算
さ
れ
た

が
、
国
か
ら
移
管
を
受
け
て
い

る
大
阪
市
は
財
政
難
を
理
由

に
、
工
事
を
先
送
り
し
て
い
る
。

内
部
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
暖

炉
が
設
け
ら
れ
、
明
治
天
皇
が

泊
ま

っ
た
部
屋
な

ど
も
あ
る

が
、
現
状
は
周
囲
に
壁
が
作
ら

れ
、
立
ち
入
り
は
禁
止
。
毎
年

春
、
３
日
間
だ
け
特
別
公
開
さ

れ
る
が
、
建
物

へ
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、　
一
度
の
入
館
は
約

３０
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
泉
布
観
の
窮

状
を
知

っ
た
制
服
販
売
店
経
営

の
野
村
剛
さ
ん
（
５８
）
ら
、
地
域

の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

・
天
満
音
楽

祭
を
主
催
す
る
商
店
主
ら
７
人

が

「
泉
布
観
を
天
満
か
ら
大
阪

を
元
気
に
す
る
シ
ン
ボ
ル
に
」

と
結
束
。
１０
月
に
開
い
た
音
楽

祭
で
募
金
箱
を
置
く
な
ど
し
、

こ
れ
ま

で
に
約
１２
万
円
を
集

め
、
市
に
寄
付
し
た
。
音
楽
祭

実
行
委
員
長
の
住
職

・
木
村
啓

良
さ
ん
（６‐
）
は

「
母
が
女
学
生

時
代
、
裁
縫
の
授
業
が
泉
布
観

で
あ

っ
た
と
聞
い
た
。
誰
で
も

見
ら
れ
る
施
設
に
し
て
、
人
を

呼
び
込
み
た
い
」
と
話
す
。

一
方
、
市
は
当
面
、
外
観
や

庭
園
の
整
備

（
約
１
億
円
）
を

行
い
た
い
考
え
で
、
市
ゆ
と
り

と
み
ど
り
振
興
局
の
山
本
歩

・

博
物
館
群
運
営
担

当
課
長
は

「
地
域
の
支
援
は
あ
り
が
た
い
。

歴
史
あ
る
建
造
物
な
の
で
、
有

意
義
な
活
用
法
を
考
え
た
い
」

と
し
て
い
る
。

募
金
の
問
い
合
わ
せ
は
、
野

村
さ
ん

（
０
９
０

●
３
９
６
６

●
９
９
１
０
）

へ
。

近畿最古の洋風建築

天満の商店主ら募金活動


